
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

屋形原地区

平成２４年３月

福岡県福岡市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

△

○27.0

目標値

31

33

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

3

年間1回以上

25

1年以内の
達成見込み

○

62.4

見込み・確定
の別

60 ○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
公営住宅の居住水準
の向上

㎡/戸 54

1年以内の
達成見込み

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

－

－

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

－

計測時期

－

事後評価

見込み・確定の別

268

－－

35 H24年3月 △

－

総合所見

市営屋形原住宅の建替により１戸
当たりの面積が増え、ゆとりある生
活空間を確保した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

壁面緑化や若久川環境整備、散策
ルートの作成により緑に触れる機
会が増え、満足度が向上した。

計測路線と交差する
福岡外環状道路が
H23.4に全線開通し
交通量が増加したこ
とから，この交差点
の通過に時間を要し
たため。

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

計測区間全体では大きな変化はな
いが，屋形原地区から都心部（天
神）への旅行時間は，従前値の約
22分から約19分と，約3分減少して
おり，一定の整備効果がみられる。

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４
地域の道路交通円滑
化

分 33

指標２
ため池散策ルートの
コース数

本 0

指標５ 身近な緑への満足度 ％ 24.8

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

快適で歩きやすい道路整備や散策
ルート作成ワークショップの実施に
より、多くの散策ルートが設定され
た。

1 － －

10 － －

○ －
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

道路整備やワークショップにより散
策ルートが作成されたことで、
ウォークラリー大会が開催され地
域の活性化が図られた。

○37.2 H22年11月

その他の
数値指標１

ウォークラリーの参加
者数

人/回 188

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３
ウォークラリーの開催
数

数 0

－
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

－
道路整備やワークショップにより散
策ルートが作成され、ウォークラ
リー大会の参加者数も増加した。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容 実施時期

適正な維持管理の継続

適正な維持管理の継続

適正な維持管理の継続

コミュニティ活動の支援の継続

今後の課題　その他特記事項

適正な維持管理の継続

コミュニティ活動の支援の継続

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

屋形原須玖線（街路）等の整備

・若久川環境整備

・水辺の散策ルート作成

実施した結果

ゆとりある生活空間の確保が図られた

地域のコミュニティ活動の活発化が図られた

・市営屋形原住宅周辺道路の整備

実施した具体的な内容

・水辺の散策ルート作成
・筑紫丘公民館，横手公民館，玉川公民館へのEV，自動ドア
設置

・若久川環境整備

拠点施設のバリアフリー化による機能向上及び散
策ルート作成によるイベント等によりコミュニティ活
動の活発化が図られた

自然とふれあう機会が増え，緑の満足度の向上が
図られた

交通利便性の向上及び快適な道路交通環境の形
成が図られた

ゆとりある生活空間の確保が図られた

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

安全で安心して暮らせる住環境の向上

住民主体の健康増進と地域コミュニティの活性化の
推進

水と緑のふれあい空間の拡充

・円滑な道路交通環境の形成

・うるおいと緑のオープンスペースの形成

・整備された地域に開かれた公営住宅や水辺環境の
整備等の利用者の増進を図るためのPR活動支援

事後評価シート　添付様式5－③から転記


